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結
成
３
年
目
の
全
日
本
年
金
者
組
合
小
矢

部
支
部
（八
尾
三
紀
夫
支
部
長
）は
11
月
28

日
、
高
齢
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
市
政
に
対
す

る
願
い
を
も
と
に
し
た
22
項
目
の
要
望
書
を

桜
井
市
長
に
渡
し
懇
談
し
ま
し
た
。 

支
部
で
は
こ
れ
ま
で
２
年
間
「高
齢
者
補
聴

器
購
入
費
用
助
成
事
業
」の
大
切
さ
を
訴
え
、

制
度
の
発
足
と
充
実
を
求
め
て
実
現
。
加
齢

性
難
聴
者
か
ら
喜
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
は
新
た
に
「ま
ち
づ
く
り
運
動
」と
し
て
高

齢
者
か
ら
要
望
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
「
交
通

手
段
」、
「生
活
や
買
い
物
」、
「健
康
」へ
と
広

げ
て
市
の
支
援
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
要
望
内
容
の
概
要
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。 

 近
づ
く
冬
に
関
し
て
、
①
チ
ョ
イ
ソ
コ
が
積

雪
の
た
め
に
運
休
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
②
高

齢
者
だ
け
の
世
帯
が
屋
根
雪
お
ろ
し
や
家
周

辺
の
除
雪
に
困
ら
な
い
よ
う
に
、
③
消
雪
装

置
が
機
能
し
な
い
場
合
に
除
雪
車
の
出
動

を
。  

  

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
事
業
を
新
た
に
始

め
て
ほ
し
い
こ
と
と
し
て
、 

①
運
転
免
許
返

納
者
で
希
望
す
る
人
に
、
「電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
、

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
購
入
費
用
」
の
助
成

を
、
②
屋
敷
林
の
剪
定
枝
の
運
搬
収
集
を
、
③

加
齢
に
伴
っ
て
発
症
率
が
高
ま
る
「
帯
状
疱

疹
」
の
「
予
防
接
種
費
用
」
へ
の
助
成
を
、
④
難

聴
の
早
期
発
見
へ
「聴
力
検
診
」を
、
補
聴
器

の
継
続
装
用
支
援
を
。 

 

チ
ョ
イ
ソ
コ
利
用
者
の
要
望
か
ら
、 

①
利

用
法
や
ネ
ッ
ト
受
付
が
わ
か
ら
な
い
高
齢
者

へ
の
周
知
を
、
②
必
要
時
に
配
車
で
き
な
い
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
③
商
業
施
設
の
停
留
所
を

も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
、
④
砺
波
市
や
南
砺

市
へ
の
運
行
を
（
砺
波
総
合
病
院
を
急
い
で
）
、

⑤
チ
ョ
イ
ソ
コ
最
終
便
17:

00
以
降
に
、

石
動
駅
（
北
口
、
南
口
）
発
の
メ
ル
バ
ス

５
路
線
最
終
便
を
19
：
30
ご
ろ
ま
で
に
、

⑥
利
用
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
を
早

く
生
か
す
よ
う
に
。 

 
 ス

ー
パ
ー
の
な
い
地
域
の
高
齢
者
や
”買
い

物
弱
者
”
の
要
望
か
ら
、
①
日
用
品
の
買
い
物

が
も
っ
と
便
利
に
な
る
た
め
に
、
販
売
事
業
者

が
「移
動
販
売
」「宅
配
サ
ー
ビ
ス
」「買
い
物
バ

ス
」に
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
市
の
「補

助
金
」制
度
を
も
っ
と
広
げ
て
ほ
し
い
。 

  

①
熊
被
害
予
防
の
た
め
に
、
街
な
か
の
柿
の

実
の
対
処
を
、
②
一
人
で
も
入
居
で
き
る
ア

パ
ー
ト
、
安
く
利
用
で
き
る
空
き
家
を
。 

   

懇
談
の
中
で
市
長
は
、
チ
ョ
イ
ソ
コ
に
つ
い

て
「総
じ
て
好
評
。
丁
寧
に
説
明
し
利
用
し
易

く
し
た
い
」と
要
望
に
対
す
る
理
解
を
示
し
つ

つ
、
困
難
さ
に
も
言
及
。
剪
定
枝
の
処
理
と
除

排
雪
に
つ
い
て
地
域
で
の

“共
助
”を
提
言
。
新
規
の

制
度
創
設
に
つ
い
て
は
「ス

ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
」の
姿

勢
を
示
し
ま
し
た
。
市
長
は

要
望
へ
の
回
答
を
後
日
文

書
で
行
う
と
述
べ
ま
し
た
。 

北
陸
中
央
病
院
で
、
小
矢
部
市
民

を
対
象
に
12
月
11
日
か
ら
産
後
ケ

ア
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

11
月

30
日
に
「産
後
ケ
ア
室
」の
内
見
会
が

あ
り
、
上
田
由
美
子
市
議
が
民
生
文

教
常
任
委
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。 

  

お
産
の
後
で
、
お
母
さ
ん
は
心
身
と

も
に
疲
れ
て
い
ま
す
。
従
来
は
実
の
母

親
な
ど
に
頼
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
働
い
て
い
る
、
病
弱
な
ど
様
々

な
事
情
で
頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
の
産

後
ケ
ア
は
、
乳
児
を
育
て
る
お
母
さ
ん

に
と
っ
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
機
会
と

な
り
、
新
た
な
力
を
与
え
る
の
で
は
と

感
じ
ま
し
た
。 

２
階
に
は
、
母
親
が
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
部
屋

が
あ
り
、
助
産
師
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ま
す
。
希

望
に
応
じ
て
、
管
理
栄
養
士
や
公
認
心
理
士
、

保
育
士
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

６
階
の
産
後
ケ
ア
室
で
は
、
沐
浴
設
備
や
赤

ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
器
も
あ
り
、
助
産
師
が
乳

児
の
世
話
を
し
ま
す
。
母
親
が
こ
こ
で
赤
ち
ゃ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
過
ご
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
居

室
や
専
用
ロ
ビ
ー
か
ら
の

眺
め
も
良
く
、
晴
れ
た
日

に
は
立
山
が
見
え
る
と
の

こ
と
で
す
。 

 小
矢
部
市
民
で
出
産
後
４
か
月
未
満
の
母

親
と
赤
ち
ゃ
ん
が
利
用
で
き
、
平
日
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
、
利
用
料
は
１

回
１
５
０
０
円
で
す
。
（
５
回
ま
で
） 

１
日
、
１
組
受
け
入
れ
で
、
こ
ど
も
家
庭

課
に
利
用
申
請
し
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
に
、
訪
問
型
の
産
後
ケ
ア
が
あ
り
ま

す
。
小
矢
部
市
民
で
出
産
後
１
年
以
内
の
方
が

利
用
で
き
ま
す
。
自
宅
に
開
業
助
産
師
が
訪
問

し
、
育
児
相
談
、
授
乳
相
談
、
沐
浴
指
導
を
受

け
ま
す
。
１
回
３
～
４
時
間
で
利
用
料
は
１
０

０
０
円
で
す
。
（５
回
ま
で
） 

 

年金者組合の八尾支部長（右から２人目）らが上田市議（左端）
とともに市長に要請＝１１月２８日、市長応接室 


